
 

 
【会場・クラス・時間】最少開講人数があります。 

 午前クラス       午後クラス       夕方クラス      

三沢本部 

小学生 

11：00-12：25 

新中１ 

13：30-16：40 

新中２    

18:00～21:10 

新中３    

18:00～21:10 

 
新高１ 

13：30-16：40 

新高２ 

18:00～21:10 

新高３ 

18:00～21:10 

おいらせ上久保 
小学生 

11：00-12：25 

新中１ 

13：30-16：40 

新中２ 

18:00～21:10 

新中３ 

18:00～21:10 

十和田 
小学生 

11：00-12：25 

新中１ 

13：30-16：40 

新中２ 

18:00～21:10 

新中３ 

18:00～21:10 

 

 

  

ポイント１ 中学最初の試験に合わせて５教科指導 
 中学校の通知表は、学校の授業態度なども見られますが、基本的には年間５回実施される定期試験の点数で決まります。

中学入学後最初の定期試験は国数社理英の５教科。最初の定期試験から不得意な教科を作って後悔するよりは、５教科しっ

かり勉強するほうがいいでしょう。定期試験は５教科。だから進学会は５教科を完全に指導します。 

 

ポイント２ 中１の学習内容を先取り学習 
勉強において一番大切なことは、早めに始めることです。早く始めれば、くりかえし勉強する機会が増え、1回だけの勉

強よりもしっかり覚えることができます。学校だけの勉強だと学校のペースに合わせて1回だけの勉強になってしまいます。

進学会の春期講習では、中１の学習内容を先取りして学習するので、最高の中学生活が始めることができます。先取り学習

は、中学生になってから最も効果が現れます。 
 

 

 

 

入試に合わせて５教科＋新学力対策ゼミ（リスニング対策） 
 

県立高入試は５教科（英語はリスニングがあります）のテストです。だから進学会は５教科を指導，さらに早期の入試対

策も行います！  

 

入試に向けて現学年の弱点補強を 
 

受験勉強をスタートさせるとき、一番大切なことは、基礎・基本事項をしっかりと固めることです。基礎・基本の部分が

徹底されていないと，どんなに入試レベルの応用問題をたくさん解いても，結局テストでは得点にすることができません。

春期講習では，現学年で学習した内容のうち、苦手分野の基本事項をしっかりと固めることができます。 

 

英語・数学は新学年の予習もします！ 
 

ライバルと差をつけるポイントは，人より「早く始める」こと。先に勉強しておくことで、学校で勉強するとき，初めて

勉強するときよりもわかりやすく，理解も早まります。特に、春期講習では，英語と数学については新学年の学習内容を先

取りして勉強するので期待して下さい！  

 

 



 

 

 


